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ト

議
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活
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ポ
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陳
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一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と
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三地区から役場庁舎　建設などに意見
多くのご意見をいただきました

一日も早く役場庁舎を建てる有志の会

議　会
報告会

三地区から役場庁舎　建設などに意見
10
月
24
日
か
ら
３
日
間
、
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
を

三
振
興
セ
ン
タ
ー
、
商
工
会
に
て
行
い
ま
し
た
。
町
民
の

皆
様
か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
議
会
だ

よ
り
で
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
な

お
、
委
員
会
で
は
今
後
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
今
回
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
国
道
２
８
９

号
「
八
十
里
越
」
の
事
業
見
通
し
や
、
只
見
地
区
中
心
市

街
地
活
性
化
事
業
の
見
通
し
、
ま
た
、
医
療
・
介
護
の
人

材
不
足
へ
の
不
安
、
さ
ら
に
、
三
地
区
か
ら
役
場
庁
舎
建

設
事
業
が
話
題
と
し
て
あ
が
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見

◆
一
億
数
千
万
円
の
損
失

に
至
っ
た
経
過
は
大
き

な
不
手
際
で
あ
る
。

◆
住
民
説
明
会
を
開
い
て

も
住
民
意
見
が
反
映
さ

れ
な
か
っ
た
。

◆
今
後
は
町
民
意
見
を
反

映
し
た
建
物
に
す
べ

き
。

◆
暫
定
移
転
と
庁
舎
建
設

は
同
時
進
行
で
進
め
て

ほ
し
い
。

◆
建
設
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
建
設
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
ほ
し

い
。

テ
ー
マ
１
…
商
工
業
者
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

◆
宿
泊
・
飲
食
事
業
者
だ

け
で
な
く
、
個
人
商
店

に
も
支
援
を
し
て
ほ
し

い
。

◆
推
奨
産
品
の
取
り
組
み

が
、
添
加
物
等
の
制
限

が
厳
し
く
取
り
組
み
に

く
い
。

テ
ー
マ
２
…
中
心
市
街
地

活
性
化
に
つ
い
て

◆
商
工
会
で
計
画
素
案
を

策
定
し
た
が
、
そ
の
後

の
進
捗
が
分
か
ら
な

い
。

只見町商工会青年部

◆
八
十
里
越
の
開
通
と
中

心
市
街
地
活
性
化
計
画

が
リ
ン
ク
す
る
計
画
づ

く
り
を
。

テ
ー
マ
３
…
観
光
交
流
人

口
を
増
や
す
た
め
に
は

◆
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

登
録
後
、
観
光
客
が
増

え
る
の
を
見
込
ん
で
い

た
が
現
状
は
厳
し
い
。

観
光
誘
客
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
。

◆
子
育
て
支
援
な
ど
地
元

の
子
ど
も
た
ち
に
も
っ

と
投
資
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

一日も早く
役場庁舎を

建てる
有志の会

商工会
青年部



議
会
報
告
会

12
　
月
　
会
　
議

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
　
情
　
請
　
願

一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

3

三地区から役場庁舎　建設などに意見
多くのご意見をいただきました

議会報告会（朝日地区）

三地区から役場庁舎　建設などに意見町民の
声

各
振
興
セ
ン
タ
ー
で
の
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

◆
議
会
だ
よ
り
が
大
変
見

や
す
く
な
っ
た
。

◆
８
月
会
議
で
提
案
さ
れ

た
暫
定
移
転
予
算
他
の

一
般
会
計
補
正
予
算
が

否
決
さ
れ
た
が
内
容
を

伺
い
た
い
。

◆
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
推
進
を
。
民

有
林
の
持
ち
山
調
査
を

し
て
ほ
し
い
。

◆
５
千
万
円
以
下
の
建
築

に
つ
い
て
、
町
内
で
の

入
札
は
競
争
が
働
い
て

い
な
い
の
で
は
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
構
想

は
、
住
民
要
望
に
添
う

よ
う
今
後
よ
く
検
討
し

て
ほ
し
い
。

◆
町
長
と
議
会
の
関
係
に

つ
い
て
、
議
会
は
提
案

型
の
質
問
を
重
視
し
町

民
の
代
表
と
し
て
発
言

し
て
ほ
し
い
。

◆
八
十
里
越
に
つ
い
て
、

平
成
35
年
供
用
開
始
を

目
指
し
て
運
動
し
て
ほ

し
い
。

◆
山
村
教
育
留
学
生
の
冬

期
の
通
学
に
つ
い
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
。

◆
議
会
に
陳
情
し
、
現
地

調
査
も
さ
れ
た
黒
谷
白

沢
地
区
の
天
堂
沢
河
川

改
修
及
び
集
落
給
水
施

設
の
対
応
は
ど
う
進
ん

で
い
る
か
。

◆
役
場
庁
舎
の
暫
定
移
転

計
画
は
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

◆
中
心
市
街
地
活
性
化
計

画
に
つ
い
て
そ
の
後
の

進
捗
は
。

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
立
ち
上
げ
見
通

し
は
。

◆
文
化
ホ
ー
ル
機
能
は
今

後
町
で
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

◆
医
療
介
護
の
ス
タ
ッ
フ

に
つ
い
て
、
将
来
的
に

更
に
人
材
不
足
が
想
定

さ
れ
る
が
、
今
後
の
対

応
は
。

◆
町
民
に
は
、
議
会
報
告

会
な
の
で
自
由
な
意
見

が
述
べ
ら
れ
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
多

い
。
も
っ
と
議
会
が
出

席
を
増
や
す
Ｐ
Ｒ
を
行

う
べ
き
だ
。

◆
役
場
庁
舎
建
設
で
既
に

１
億
２
千
万
円
の
税
金

が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
責
任
は
町
長
か
、

議
会
か
、
町
民
か
。
そ

こ
を
明
確
に
し
て
か
ら

10 月 24 日 10 月 25 日 10月 26 日

１班
一日も早く役場庁舎を建てる有志の会 議会報告会（明和振興センター）

議長、鈴木征、大塚純一郎、目黒仁也、山岸国夫、鈴木好行

２班
議会報告会（只見振興センター） 議会報告会（朝日振興センター） 只見町商工会青年部

副議長、藤田力、佐藤孝義、新國秀一、中野大德、目黒道人

進
む
べ
き
だ
。

只見地区

朝日地区

明和地区
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一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

12
月
会
議
が
19
日
か
ら
４
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。
第
一
日
目
は
、
菅
家
新
町
長
が
今
後
の
町

政
運
営
に
当
た
る
所
信
を
述
べ
、
議
会
各
常
任
委
員

長
か
ら
は
所
管
事
務
の
調
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
に
、
９
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
今
後
の

町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
な
ど
を
質
し
ま
し
た
。
一
般

質
問
終
了
後
、
補
正
予
算
や
条
例
改
正
案
な
ど
の
議

案
を
審
議
し
、
提
案
さ
れ
た
25
議
案
す
べ
て
を
原
案

通
り
可
決
し
散
会
し
ま
し
た
。

新町長の所信表明

あらまし

「対話」基本
民意が反映できる体制つくる

12 月
会議

菅
家
新
町
長 

町
政
の
所
信
述
べ
る

町
づ
く
り
に
は
、
住
民

の
皆
様
の
積
極
参
加
が
大

切
と
考
え
る
。
地
域
の
こ

と
は
そ
こ
に
住
む
人
た
ち

が
決
め
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
、そ
の
た
め
に
は
、

行
政
情
報
の
共
有
と
民
意

が
反
映
さ
れ
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
る
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

に
登
録
さ
れ
た
個
性
的
な

環
境
を
活
か
し
て
、
農

林
・
観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
カ

ギ
。
地
域
文
化
や
自
然
を

活
か
し
た
観
光
資
源
の
活

用
で
交
流
人
口
の
増
加
に

努
め
る
。

観
光
と
産
業
の
連
携
、

地
産
地
消
運
動
を
推
進

し
、
２
８
９
号
を
視
野
に

入
れ
た
取
り
組
み
を
進
め

る
。
農
作
業
受
委
託
組
織

な
ど
の
育
成
に
努
め
、
雇

用
や
住
宅
対
策
に
取
り
組

む
。
更
に
、
町
内
消
費
に

よ
る
経
済
の
活
性
化
を
推

進
す
る
。

民意の反映

交流推進

地産地消
運動

柱1

柱２

柱３
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て
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会
の
こ
と

只見保育所お遊戯会

町長所信表明 12月19日

学
力
向
上
対
策
、
教
育

環
境
の
充
実
に
努
め
る
。

継
続
し
て
只
見
高
校
振
興

対
策
に
取
り
組
む
。
町
の

貴
重
な
文
化
遺
産
を
町
民

の
誇
り
と
し
て
学
校
教

育
・
生
涯
学
習
・
観
光
面

に
活
用
す
る
。

役
場
庁
舎
は
、
仮
移

転
、
施
設
整
備
と
課
題
は

多
い
。
今
ま
で
の
経
過
等

を
十
分
に
精
査
し
、
身
の

丈
に
合
っ
た
庁
舎
で
雪
対

策
を
考
慮
し
た
施
設
を
検

討
し
て
い
く
。

国
県
道
の
整
備
促
進
を

引
き
続
き
積
極
的
に
要
望

す
る
。
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
早

期
全
線
復
旧
に
取
り
組

む
。
効
率
的
な
行
財
政
シ

ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。

診
療
所
医
師
の
安
定
し

た
確
保
を
図
り
、
介
護
予

防
と
合
わ
せ
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
高
齢
者
対
策

と
少
子
化
対
策
、
障
が
い

者
福
祉
の
増
進
に
も
努
め

る
。
生
活
交
通
手
段
の
充

実
を
検
討
す
る
。

所
信
表
明
を
聞
い
て
の
議
長
コ
メ
ン
ト

「
政
策
提
言
で
き
る
議
会
を
目
指
す
」

近
年
、
地
方
分
権
改

革
が
推
進
さ
れ
、
議
会

の
権
限
と
責
任
が
大
幅

に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
只
見
町
議

会
は
通
年
議
会
制
度
を

導
入
し
て
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

議
会
は
、
二
元
代
表

制
の
下
、
町
民
の
皆
様

に
代
わ
り
事
業
や
予
算

を
決
定
し
、
そ
の
執
行

を
監
視
す
る
役
割
か
ら

必
要
に
応
じ
て
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
等
、

執
行
状
況
の
審
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

町
は
今
、
高
齢
化
が

加
速
す
る
中
、
町
の
基

盤
と
な
る
集
落
対
策
が

大
き
な
課
題
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
所
信
表
明
で
は
、「
対

話
」
を
基
本
に
６
本
の

柱
で
諸
施
策
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
今
ま
さ
に

町
民
の
目
線
に
立
っ
た

町
政
が
真
に
問
わ
れ
る

時
代
と
な
り
、「
対
話
」

は
極
め
て
重
要
な
視
点

で
あ
り
ま
す
。
我
々
議

会
も
議
員
間
の
政
策
討

論
を
通
じ
て
「
政
策
提

言
の
で
き
る
議
会
」
を

目
指
し
、
町
当
局
と
と

も
に
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
て
よ
り
良
い
町
づ
く

り
の
た
め
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
。
町
民
の
皆

様
の
ご
指
導
・
ご
支
援

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

医療・福祉

教育・文化

柱４

柱５

その他 公共施設

柱７ 柱６

議会議長

齋藤邦夫
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議

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
　
情
　
請
　
願

一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

条例

財産
貸付

住
民
と
町
が
力
を
あ
わ
せ

フクジュソウ

タダミハコネサンショウウオ

野生動植物保護を求める垂れ幕

野
生
動
植
物
保
護
監
視
始
ま
る

只
見
町
に
は
、
他
に
類

を
見
な
い
希
少
な
野
生
動

植
物
が
生
息
し
て
い
る
。

昨
年
は
、
町
内
で
新
種
の

タ
ダ
ミ
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
が
発
見
さ
れ
話
題

と
な
っ
た
。
一
方
、
心
無

い
人
に
よ
る
山
野
草
の
盗

掘
や
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
に

よ
る
昆
虫
採
集
も
相
次
い

で
報
告
さ
れ
、
地
元
住
民

か
ら
も
保
護
監
視
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

議
会
は
昨
年
６
月
只
見

町
の
野
生
動
植
物
を
保
護

す
る
、
罰
則
規
定
を
含
め

た
条
例
を
可
決
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
度
こ
の
条
例

に
基
づ
く
保
護
監
視
委
員

の
年
間
活
動
報
酬
１
５
，

０
０
０
円
を
定
め
る
条
例

案
が
可
決
さ
れ
、
15
名
の

保
護
監
視
委
員
に
よ
る
監

視
活
動
が
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
。

障がい者
グループホーム建設へ

長
浜
の
久
保
田
地
区
、

現
在
の
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム

脇
の
町
有
地
を
社
会
福
祉

法
人
南
陽
会
に
貸
付
け
る

議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
面

積
は
、
１
０
０
０
㎡
、
期

間
は
当
面
10
カ
年
無
償
で

貸
し
付
け
る
。

議
案
審
議
で
は
、
建
物

建
設
の
補
助
金
も
別
途
予

算
提
案
さ
れ
て
い
る
た

め
、
開
所
後
の
運
営
見
通

し
や
入
所
料
金
な
ど
、
今

後
の
運
営
計
画
に
つ
い
て

質
疑
が
集
中
し
た
。
こ
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
進
捗
状
況
を
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

建設後の運営見通しに質疑
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教
え
て
議
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の
こ
と

補正
予算

奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー

　
補
正
理
由
に
議
論
集
中

対
応
の
遅
れ
教
育
長
が
謝
罪

４
３
７
４
万
円
を
追
加
し
、
総
額
62
億
８
５
０
５
万
円
と
な
る
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
建
設
工
事

が
進
む
奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
の
工
事
費
の
追
加
、
只
見
振
興
セ
ン

タ
ー
の
備
品
購
入
予
算
、
障
が
い
者
支
援
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

建
設
補
助
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
中
で
も
、
奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
の

工
事
費
の
補
正
理
由
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。

只
見
高
校
へ
の
山
村
教

育
留
学
生
を
受
け
入
れ
る

奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
の

増
築
工
事
が
、
今
春
４
月

開
所
を
予
定
に
進
め
ら
れ

て
お
り
、
出
来
高
は
現
在

約
７
割
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
す
る
工
事
費

の
追
加
予
算
５
０
３
万
円

が
提
案
さ
れ
た
が
、
内
容

が
既
に
６
月
に
判
明
し
た

耐
震
関
連
の
変
更
等
で

あ
っ
た
た
め
、
予
算
措
置

の
遅
れ
、
理
由
に
つ
い
て

議
論
が
集
中
し
た
。途
中
、

休
議
も
含
め
長
時
間
の
審

議
と
な
っ
た
が
、
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

建設中の奥会津学習センター

只見保養センター「ひとっぷろまち湯」

　平成28年度　各会計補正予算
会計別 補正額 議決内容

一般会計（第 4 号） 4374 万円 全員賛成により可決

国民健康保険事業特別会計 718 万円 全員賛成により可決

国民健康保険施設特別会計 1071 万円 全員賛成により可決

後期高齢者医療特別会計 152 万円 全員賛成により可決

介護保険事業特別会計 3542 万円 全員賛成により可決

訪問看護ステーション特別会計 306 万円 全員賛成により可決

集落排水事業特別会計 115 万円 全員賛成により可決

平成28年度　一般会計補正予算の主な内容
（歳入） 金　額

緊急雇用創出事業臨時特例交付金 3904 万円

臨時福祉給付事業補助金 1687 万円

障がい者グループホーム整備事業（民生債） 2730 万円

（歳出）
障がい者グループホーム建設事業補助金 2730 万円

農業用施設新設・改修工事（楢戸排水路他） 2455 万円

Ｕ・Ｉターン等促進助成金 150 万円

奥会津学習センター整備工事 503 万円

只見振興センター備品購入他 2069 万円

只
見
保
養
セ
ン
タ
ー

（
ひ
と
っ
ぷ
ろ　

ま
ち
湯
）

は
、
現
在
、
㈱
正
家
が
平

成
25
年
９
月
よ
り
町
か
ら

指
定
管
理
を
受
け
、
運
営

を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
度
契
約
期
間
満
了

に
よ
り
、
引
き
続
き
㈱
正

家
が
平
成
29
年
４
月
１
日

か
ら
５
年
間
運
営
を
行
う

こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。

指定
管理
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一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

　
経
済
文
教
常
任
委
員
会

エゴマ栽培を視察する魚沼市議会の方々

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
中
の

立
ち
上
げ
に
目
途
が
つ
い

た
と
認
識
し
て
い
る
。
過

疎
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え

た
中
で
、
定
住
・
移
住
・

都
市
交
流
を
推
進
す
る
た

め
の
重
要
な
施
策
で
あ

り
、
今
後
も
継
続
し
て
調

査
を
進
め
る
。
今
後
は
生

活
情
報
や
仕
事
の
斡
旋
、

ま
た
定
住
体
験
施
設
整
備

な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

な
お
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
・
健
康
づ
く

り
を
目
指
し
た
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上

げ
に
つ
い
て
も
模
索
中
で

あ
る
。

　総務厚生常任委員会

11
月
11
日
に
新
潟
県
魚

沼
市
か
ら
の
行
政
視
察
を

受
け
入
れ
、
只
見
町
内
の

エ
ゴ
マ
の
取
組
み
を
初
め

と
す
る
耕
作
放
棄
地
の
利

活
用
方
法
に
つ
い
て
現
地

調
査
を
行
っ
た
。

過
疎
高
齢
化
の
影
響
に

よ
る
耕
作
放
棄
が
進
む
中

で
、
今
年
度
か
ら
町
で
は

エ
ゴ
マ
を
重
点
振
興
作
物

と
し
て
耕
作
放
棄
地
解
消

に
向
け
た
取
組
を
展
開
し

て
い
る
が
、
生
産
面
積
が

少
な
い
こ
と
や
手
作
業
が

多
く
、
手
間
が
か
か
る
な

ど
課
題
も
多
い
。

今
後
、
振
興
作
物
と
し

て
定
着
さ
せ
る
た
め
の
具

体
的
な
方
法
や
生
産
者
を

増
や
す
取
り
組
み
等
、
町

当
局
と
共
に
協
議
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
今
後
も

継
続
し
て
調
査
を
行
う
。

空き家バンク
　年度内立ち上げか

耕
作
放
棄
地
解
消
へ

エ
ゴ
マ
の
推
進
を

布沢地区で利活用された空き家

委員会
リポート
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一
　
般
　
質
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教
え
て
議
会
の
こ
と

議
会
活
動
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ポ
ー
ト

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

11
月
25
日
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
に
出
向
き
、

地
方
議
会
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
研
修
し
た
。

現
在
、
全
国
に
は
９
２

７
町
村
あ
る
。
議
員
定
数

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
各
自
治

体
の
条
例
に
よ
り
定
め
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
民
意

の
反
映
が
十
分
で
き
る
人

数
か
ど
う
か
の
確
認
が
重

要
と
の
こ
と
。
ま
た
、
町

村
議
会
議
員
の
平
均
年
齢

は
、
62
．
７
歳
で
あ
り
、

選
挙
が
あ
っ
て
も
平
均
年

齢
が
下
が
ら
な
い
。
い
わ

ゆ
る
「
な
り
手
不
足
」
が

全
国
的
な
地
方
議
会
の
課

題
で
、
そ
の
背
景
に
は
議

員
報
酬
の
低
さ
も
あ
る
と

説
明
を
受
け
た
。

　議会運営委員会

議員なり手不足が全国的課題
　議員報酬の低さが背景か

議会運営委員会研修状況

　
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

10
月
31
日
に
郡
山
市

「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
」
で
開
催
さ
れ
、
只

見
町
議
会
か
ら
は
全
議
員

が
参
加
し
た
。

読
売
新
聞
東
京
本
社
編

集
局
企
画
委
員
の
青
山
彰

久
氏
に
よ
る
「
地
方
議
会

の
課
題
と
活
性
化
策
」
と

い
う
講
演
。

氏
は
南
相
馬
市
の
ラ
ー

メ
ン
店
で
皿
洗
い
を
し
た

り
、
高
知
県
の
寒
村
に
足

を
運
ん
だ
り
と
地
道
な
取

材
を
重
ね
、
地
方
が
抱
え

る
課
題
に
向
き
合
っ
て
お

ら
れ
た
。
そ
の
上
で
地
方

創
生
の
在
り
方
、
地
方
議

会
の
責
任
を
語
ら
れ
た
。

そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
裏
付
け
ら
れ
た
講
話

は
実
に
説
得
力
の
あ
る
内

県町村議会議員研修会

地
方
議
会
の

責
任
を
考
え
る

明
和
小
学
校
三
年
生

書
写
授
業
「
書
き
ぞ

め
」
の
練
習
で
す
。
今

年
の
干
支
の
「
酉
」
に

ち
な
ん
で
、「
と
り
年
」

が
課
題
で
す
。
筆
の
持

ち
方
や
な
ぜ
今
の
時

代
「
文
化
」
に
触
れ
る

こ
と
が
大
切
な
の
か
、

様
々
な
こ
と
を
地
域
の

書
道
の
先
生
の
協
力
で

子
ど
も
達
に
指
導
し
ま

す
。
肘
を
あ
げ
、
筆
を

た
て
、
真
剣
な
表
情
の

１
枚
で
す
。

表
紙
の
写
真

容
で
あ
っ
た
。
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教
え
て
議
会
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こ
と

町民からの陳情、今
買い物支援バスを利用する町民

〈陳情の結果〉
陳情名 提出者 陳情内容 結果 理　由

町道西只見テレビ塔
道路の改良について

只見区、只見牧野利用
農業協同組合、只見町
森林組合

狭隘（※狭くてカーブがき
つい）区間の拡幅要望 採　択

　町当局、陳情者と現地調査を行った
結果、木材の搬出、本路線奥の公共施
設の維持管理のためにも改良は必要で
ある。また、町当局も改良に向けた方
針を示していることから採択と決定し
た。

一日も早い役場庁舎
の建設について

一日も早く役場庁舎を
建てる有志の会 役場新庁舎の早期建設要望 不採択

　本会議で採決を諮った結果、可とす
るもの０、否とするもの 11 で不採択
と決定した。
※なお、議会は現庁舎からの危険回避

を最優先としている。

〈継続とした陳情〉
陳情名 提出者 内　容 付託委員会 審議経過

白沢地区給水施設の
只見町への移管につ
いて

黒谷区 集落給水施設
の町移管要望 経済文教常任委員会

　平成８年に整備されたが、高齢化で
地域住民による維持管理が困難とな
り、町への移行を要望されている。議
会も現地で住民の説明を受け、町当局
と協議を進めている。
　住民が安心して暮らせる環境が整う
よう調査を継続する。

天堂沢の河川改修工
事施工について 黒谷区 下流部の河川

改修要望 経済文教常任委員会

　平成 23 年豪雨災害で下流の家屋に
甚大な被害があり、安心して暮らせる
環境には程遠い状況にある。県の砂防
工事箇所で、残り一基の建設が予定さ
れている。町当局も県に対して改修を
強く要望していることから、実現に向
け調査を継続する。

全町的「買い物支援
バス」運行と地区並
びに集落支援活動の
支援について

明和自治振興会、明和
地区区長連絡協議会
明和地区老人クラブ連
絡協議会、明和婦人会

住民と行政に
よる協働のま
ちづくりの早
期実現

総務厚生常任委員会

　町は、デマンドタクシーに加え、『公
共交通体系の確立、団子（集落・公共
施設・商店）の “ くし交通網 ” の整備』
を第七次振興計画に記載しているた
め、町当局とさらに協議する必要があ
り調査を継続する。

＜只見町議会から国へ意見書を送付＞
　12 月会議において、議員提案で２件の意見書が提案され採択しました。
　①地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書
　②南スーダンへの新たな任務で自衛隊を派遣することの中止を求める意見書

※各意見書は国機関へ送付しました。意見書の詳細については、只見町議会ホームページで
確認できます。



　　

一般質問
　　

一般質問

　議員が行政全般（役場の仕事全般）に対して、方
針をただしたり政策の提言などを行うことです。

町
を
想
い
９
名
が

町
政
を
問
う一般質問とは

11

議
会
報
告
会

12
　
月
　
会
　
議

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
　
情
　
請
　
願

一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

■ 大塚純一郎………………………………12
　◦新町長が目指す 10 年後の町の姿は

■ 目黒　仁也………………………………13
　◦住民と行政を結ぶ仕組みの検討を、他

■ 佐藤　孝義………………………………14
　◦民具収蔵庫の建設状況は

■ 鈴木　好行………………………………15
　◦空き家バンクの事業展開は、他

■ 藤田　　力………………………………16

　◦町内の耕作放棄地面積は、他

■ 酒井　右一………………………………17
　◦平成 27 年度決算不認定の検証は

■ 鈴木　　征………………………………18
　◦会津ただみ振興公社の抜本的改革を、他

■ 目黒　道人………………………………19
　◦ナイトウォークを再開しては、他

■ 山岸　国夫………………………………20
　◦「放課後児童クラブ」の進捗状況は、他
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ト
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陳
　
情
　
請
　
願

一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

新町長が目指す
　10年後の町の姿は

定住化対策が重要課題答

　
　
　

少
子
過
疎
高
齢
化

に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
只
見
町
の
現
状

で
、
菅
家
町
長
の
目
指
す

「
只
見
町
」
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
の
行
動
計

画
を
示
せ
。

答

若
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
整

備
、
定
住
化
対
策
が
重
要

課
題
と
考
え
る
。

　

子
育
て
支
援
ば
か
り
で

な
く
、
産
業
振
興
、
雇
用

対
策
、
住
宅
整
備
な
ど
総

合
的
に
取
り
組
む
。

　
　
　
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
」
に
登
録

問問

　大
お お

塚
つ か

純
じゅん

一
い ち

郎
ろ う

議員

さ
れ
た
環
境
を
活
か
し

て
、「
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ

た
展
開
が
地
域
再
生
の
鍵

に
な
る
。」
と
、
町
長
就

任
に
あ
た
っ
て
の
所
信
表

明
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
具
体
策
を
示
せ
。

答

「
地
産
地
消
」
を

自
慢
し
な
が
ら
売

り
出
す
の
が
一
つ
の
基
本

と
思
っ
て
い
る
。
良
く
調

査
し
た
い
。

　
　
　

国
道
２
８
９
号

八
十
里
越
の
平
成

35
年
開
通
を
視
野
に
入
れ

た
取
り
組
み
の
行
動
計

画
、
具
体
策
を
示
せ
。

問

答

要
望
手
順
を
も
う

一
度
確
認
し
な
が

ら
一
日
も
早
く
実
現
出
来

る
様
に
、
国
、
県
へ
の
要

望
活
動
を
強
化
し
て
い

く
。

　
　
　
「
役
場
庁
舎
建
設

計
画
」
は
現
在
、

白
紙
状
態
に
あ
り
早
急
な

安
全
対
策
が
最
重
要
課
題

と
考
え
ら
れ
る
。
菅
家
町

長
は
「
役
場
庁
舎
は
身
の

丈
に
合
っ
た
施
設
を
求
め

て
い
く
。」
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
具
体
的
に
は
。

問

工事が進む国道289号「八十里越」

答

議
会
の
特
別
委
員

会
の
報
告
書
の
意

見
等
を
踏
ま
え
、
ゼ
ロ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

　
　
　

町
の
将
来
を
見
通

し
た
夢
の
あ
る
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
町

民
が
理
解
出
来
る
様
に
、

開
か
れ
た
審
議
検
討
を
望

む
。答

若
者
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
出
来
る
様

に
、
将
来
を
見
通
し
た
夢

の
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指

す
。 問
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議
会
報
告
会

12
　
月
　
会
　
議

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
　
情
　
請
　
願

一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

振興センターの権限強化を
今後の検討課題答

目
め

黒
ぐ ろ

仁
じ ん

也
や

議員

住民との意見交換（明和振興センター）

住
民
と
行
政
を
結
ぶ

　
仕
組
み
の
検
討
を

答
住
民
参
加
に
よ
る
行
政
に
努
力

　
　
　

人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
持
続

可
能
な
町
づ
く
り
を
実
現

す
る
に
は
、「
第
七
次
只

見
町
振
興
計
画
」
や
「
総

合
戦
略
」
に
掲
げ
た
内
容

を
行
政
、
議
会
、
住
民
が

ま
ず
共
有
し
て
住
民
の
声

が
行
政
に
届
く
、
住
民
が

意
欲
的
に
町
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
環
境
な
ど
、
住

民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
仕
組

み
を
考
え
る
こ
と
が
必
要

だ
。
住
民
と
行
政
の
「
協

働
」
を
実
現
す
る
た
め
、

行
政
組
織
の
考
え
方
、
住

民
と
の
合
意
形
成
、
財
政

運
営
の
考
え
方
に
つ
い
て

問
う
。

答

行
政
組
織
に
つ
い

て
は
、
国
が
進
め

る
地
方
創
生
、
少
子
化
対

策
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
む
た
め
の
部
署
の
設
置

な
ど
を
含
め
て
今
後
検
討

し
て
い
く
。

問

　

住
民
と
の
合
意
形
成
は

極
め
て
大
切
と
考
え
て
い

る
。
引
き
続
き
住
民
と
の

対
話
を
通
じ
て
、
更
に
合

意
形
成
を
図
る
手
法
を
検

討
し
て
い
く
。
住
民
参
加

に
よ
る
行
政
の
推
進
に
努

力
す
る
。

　

財
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
行
政
改
革
を
推
進
し

経
費
の
削
減
と
効
果
的
な

配
分
に
努
め
る
。
山
積
す

る
課
題
に
対
応
す
る
た
め

事
業
の
選
択
と
集
中
を
行

い
、
基
金
の
活
用
も
図
っ

て
い
く
。

　
　
　

住
民
参
加
を
具
体

的
に
す
る
た
め
、

地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ

る
振
興
セ
ン
タ
ー
の
予
算

や
権
限
を
再
検
討
す
べ
き

だ
。
現
在
の
交
付
金
制
度

の
見
直
し
と
含
め
て
、
予

算
や
決
裁
権
を
強
化
し
た

組
織
体
制
が
必
要
だ
。

答

生
涯
学
習
と
の
関

係
も
あ
る
。予
算
・

権
限
を
増
や
し
た
か
ら
良

い
と
い
う
も
の
で
も
な

い
。
今
後
の
検
討
課
題
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

振
興
計
画
で
掲
げ

た
定
期
的
な
振
興

セ
ン
タ
ー
と
各
課
の
情
報

交
換
、
振
興
セ
ン
タ
ー
と

集
落
代
表
者
と
の
協
議
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
ル
ー

ル
化
を
早
急
に
行
う
べ
き

だ
。答

住
民
と
の
合
意
形

成
を
得
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
、
集
落
の
意

見
を
吸
い
上
げ
る
仕
組
み

と
し
て
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問問
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議
会
報
告
会

12
　
月
　
会
　
議

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
　
情
　
請
　
願

一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

佐
さ

藤
と う

孝
た か

義
よ し

議員

黒谷地内に保管されている民具

民具収蔵庫の
　建設状況は

できるだけ財政負担の
少ない形で取り組む

答

　
　
　

平
成
29
年
度
の
計

画
と
予
算
計
上
は

あ
る
の
か
。

答

11
月
７
日
に
文
化

庁
文
化
財
調
査
官

に
、
現
在
の
旧
朝
日
公
民

館
で
の
民
具
の
保
存
状

況
、
大
倉
地
区
の
建
設
予

定
地
の
視
察
と
収
蔵
庫
の

意
義
や
必
要
性
に
つ
い
て

の
指
導
と
本
事
業
に
対
す

る
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

建
設
予
定
地
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
の
同
意
を
得

て
、
農
業
委
員
会
に
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
を
申

請
し
て
お
り
、
12
月
９
日

問

に
現
地
確
認
を
実
施
し
た

状
況
で
あ
る
。

　
　
　

今
後
の
年
度
別
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

示
せ
。

答

国
の
補
助
が
決
定

し
だ
い
具
体
的
な

工
程
を
精
査
す
る
。

　
　
　

住
民
説
明
会
を
実

施
す
る
の
か
。

答

工
程
、
予
算
等
が

具
体
的
に
な
っ
た

段
階
で
適
時
実
施
し
て
い

く
。

　
　
　

民
具
は
自
然
と
共

生
し
て
き
た
只
見

の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

問問問

の
根
源
と
考
え
る
が
。

答

世
界
の
学
者
達

が
、
学
び
に
く
る

よ
う
な
施
設
に
な
る
よ
う

に
進
め
て
い
き
た
い
。

民具収蔵庫建設予定地
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議
会
報
告
会

12
　
月
　
会
　
議

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
　
情
　
請
　
願

一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

鈴
す ず

木
き

好
よ し

行
ゆ き

議員

空
き
家
バ
ン
ク
の
事
業
展
開
は

答
今
年
度
末
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る

　
　
　

空
き
家
バ
ン
ク
事

業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答

空
き
家
バ
ン
ク
に

係
る
実
施
要
綱
を

制
定
す
る
と
と
も
に
、
空

き
家
所
有
者
へ
の
意
向
等

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

売
買
・
貸
借
希
望
者
に
つ

い
て
、
空
き
家
の
間
取
り

や
物
件
の
状
況
調
査
を
行

い
、
只
見
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
で
き
る

よ
う
に
作
業
を
進
め
て
い

る
。

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
紹
介
で
き
る
時

期
は
い
つ
か
。

答

今
年
度
末
に
は
ス

タ
ー
ト
し
た
い
。

　
　
　

今
後
の
事
業
展
開

を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答

空
き
家
バ
ン
ク
の

運
用
開
始
を
目
指

し
て
い
る
。
福
島
県
や
国

に
お
い
て
も
空
き
家
情
報

サ
イ
ト
の
開
設
計
画
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の

問

問問

サ
イ
ト
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
移
住
定
住
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

　
　
　

運
用
開
始
後
は
、

明
和
振
興
セ
ン

タ
ー
だ
け
で
な
く
本
庁
で

の
担
当
課
を
設
け
て
は
い

か
が
か
。

答

今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問

サンドバレーの需要見込みは
年間8000人を見込む答

　
　
　

サ
ン
ド
バ
レ
ー

コ
ー
ト
の
需
要
見

込
み
を
示
せ
。

答

初
年
度
は
、
年
間

８
０
０
０
人
程
度

の
利
用
を
見
込
ん
で
い

る
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
が
国

体
で
の
正
式
種
目
に
な
る

こ
と
も
あ
り
、
福
島
県
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
、
全
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
と

も
連
携
し
、大
会
の
開
催
、

合
宿
等
で
の
利
用
を
進
め

て
い
く
。
併
せ
て
宿
泊
や

飲
食
な
ど
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
を
狙
っ
て
い
き

た
い
。

　
　
　

年
間
８
０
０
０
人

の
利
用
見
込
み
の

根
拠
は
何
か
。

答

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
、各
種
大
会
等
、内
々

で
は
話
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

数
字
で
あ
る
。

　
　
　

12
月
20
日
が
ト

レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

で
の
起
業
申
込
の
第
一
次

締
め
切
り
だ
が
、
現
段
階

問問問

で
の
申
し
込
み
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答

見
込
み
を
含
め

て
、
２
件
の
応
募

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
で
の
起
業
者
が

失
敗
し
な
い
よ
う
に
有
識

者
に
よ
る
経
営
指
導
等
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答

今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
「
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
基
本
構
想
」
を

踏
ま
え
た
基
本
計
画
は
、

い
つ
示
さ
れ
る
の
か
。

答

平
成
29
年
１
月
中

に
は
示
し
た
い
。

問問

町で購入したトレーラーハウス
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議

委
員
会
リ
ポ
ー
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議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
　
情
　
請
　
願

一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

町内の耕作放棄地面積は
田畑合計で 88 ヘクタール答

藤
ふ じ

田
た

　 力
ちから

議員

　
　
　

農
産
物
価
格
の
低

迷
、
高
齢
化
、
後

継
者
の
不
足
な
ど
か
ら
町

内
各
所
で
農
地
の
荒
廃
が

進
ん
で
い
る
。
今
、
有
効

な
施
策
を
実
行
し
な
い
と

「
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
」

状
態
に
な
る
。
先
人
が
苦

労
し
て
開
拓
し
た
農
地
が

次
々
に
荒
れ
て
い
く
の
は

残
念
だ
。
町
内
の
耕
作
放

棄
地
の
面
積
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
か
。

答

田
が
30
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
畑
が
58
ヘ
ク

タ
ー
ル
。
合
計
で
88
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
る
。

問

　
　
　

耕
作
放
棄
地
を
減

ら
す
た
め
に
、
ど

ん
な
対
策
を
し
て
い
る
の

か
。答

町
で
優
良
農
地
確

保
支
援
事
業
な
ど

二
つ
の
事
業
を
計
画
し
予

算
化
し
た
が
、
補
助
申
請

は
残
念
な
が
ら
無
か
っ

た
。

　
　
　

提
案
だ
が
、
電
源

開
発
㈱
で
滝
ダ
ム

か
ら
堆
積
土
砂
を
搬
出
し

て
い
る
。
こ
の
土
を
利
用

し
て
耕
作
放
棄
地
の
盛
り

土
や
思
い
切
っ
た
農
地
造

成
を
し
た
ら
ど
う
か
。

答

有
効
に
活
用
で
き

る
方
策
と
考
え
て

い
る
。
補
助
金
と
合
わ
せ

て
耕
作
放
棄
地
解
消
に
役

立
て
た
い
。

　
　
　

土
は
電
源
開
発
㈱

が
無
償
で
運
ん
で

く
れ
る
が
、
整
地
は
農
家

が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
反
当
た
り
10
万
円

も
か
か
る
と
の
こ
と
だ
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消
は
今

し
か
出
来
な
い
大
事
業
。

問問問

町
で
援
助
し
て
負
担
無
し

で
出
来
な
い
か
。

答

場
所
に
よ
り
整
地

の
経
費
が
違
う
。

調
査
し
て
対
応
を
検
討
す

る
。

今
ま
で
の

　
移
住
実
績
は

答
平
成
16
年
度
か
ら

14
名
が
移
住

　
　
　

人
口
減
少
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
私

は
「
移
住
対
策
」
に
可
能

性
を
感
じ
て
い
る
。
町
内

に
今
ま
で
移
住
さ
れ
た
人

は
何
人
い
る
の
か
。

答

平
成
16
年
度
か
ら

14
名
の
人
が
只
見

町
に
移
住
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

移
住
対
策
と
し

て
、
具
体
的
に
ど

ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
か
。

答

現
在
、
新
規
就
農

者
制
度
、
Ｕ 

Ｉ

タ
ー
ン
助
成
事
業
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。 問問

　
　
　

山
形
県
朝
日
町
の

「
空
き
物
件
バ
ン

ク
」
で
は
、
紹
介
が
あ
れ

ば
町
職
員
が
現
地
案
内
を

し
、
希
望
す
れ
ば
町
提
携

の
不
動
産
業
者
で
契
約
す

る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
出

来
な
い
か
。

答

年
度
内
に
ネ
ッ
ト

で
立
ち
上
げ
ス

タ
ー
ト
す
る
。
移
住
者
を

受
け
入
れ
人
口
減
に
歯
止

め
を
か
け
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問

滝ダムから運ばれた大量の土。来年には素晴らしい畑が誕生します
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12
　
月
　
会
　
議

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
　
情
　
請
　
願

一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

酒
さ か

井
い

右
ゆ う

一
い ち

議員

平
成
27
年
度
決
算

　
不
認
定
の
検
証
は

答
就
任
か
ら
間
が
な
く
検
討
に
至
っ
て
い
な
い

　
　
　

平
成
27
年
度
決
算

不
認
定
に
な
っ
た

原
因
の
検
証
は
ど
の
よ
う

な
場
で
行
わ
れ
、
結
果
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答

就
任
か
ら
間
が
な

く
報
告
書
の
検
討

に
至
っ
て
い
な
い
。
今
回

は
、
こ
の
質
問
の
内
容
を

受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

　
　
　

広
報
た
だ
み
12
月

号
に
前
町
長
の
退

問問

任
の
挨
拶
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
記
述
中
に
、

豪
雨
災
の
被
災
住
民
と
の

係
争
、
庁
舎
建
設
に
際
し

多
額
の
費
用
を
か
け
な
が

ら
庁
舎
建
築
が
白
紙
に

戻
っ
た
こ
と
な
ど
を
捉
え

“
慙
愧
に
絶
え
な
い
悔
い
”

を
残
し
た
事
務
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

 　
“
慙
愧
に
絶
え
な
い
”

程
の
悔
恨
が
残
る
事
務
に

つ
い
て
、
規
定
に
定
め
る

町
長
の
事
務
引
継
ぎ
は

あ
っ
た
か
。
ま
た
は
無
い

の
か
。

答

引
継
文
書
の
項
目

に
は
あ
っ
た
が
、

具
体
的
な
内
容
は
な
い
。

ま
た
、
書
類
で
終
わ
っ
た

以
外
、
両
者
が
口
頭
で
話

題
に
し
た
場
面
が
あ
っ

た
。
こ
の
場
面
の
公
表
は

勘
弁
し
て
ほ
し
い
。
議
会

の
「
役
場
庁
舎
建
設
に
係

る
調
査
特
別
委
員
会
報
告

書
」
を
尊
重
し
、
取
り
組

む
。

　
　
　

役
場
庁
舎
建
設
で

既
に
一
億
二
千
万

円
支
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
責
任
の
所
在
は
誰
に
あ

る
の
か
。

答

一
連
の
責
任
は
、

議
会
特
別
委
員
会

の
報
告
で
一
定
の
方
向
性

は
示
さ
れ
た
と
理
解
し
て

い
る
。
そ
れ
を
尊
重
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

入
札
ま
で
の
指
導

的
立
場
に
あ
っ
た

環
境
シ
ス
テ
ム
研
究
所
に

監
理
責
任
が
あ
る
と
報
告

書
で
は
言
っ
て
い
る
が
。

答

ま
だ
完
全
に
把
握

し
て
い
な
い
の

問問

広報ただみ 12 月号（抜粋）

　
12
月
15
日
、
町
長
の
任
期
が
満

了
と
な
り
ま
す
。退
任
す
る
に
あ

た
り
２
期
８
年
、
町
民
の
皆
様
に

は
多
大
な
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。顧
み
ま
す
と
瞬
く
間
に

時
は
過
ぎ
去
り
、
た
く
さ
ん
の
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。世
界
的
な

経
済
・
金
融
危
機
、
テ
ロ
の
拡
散

や
紛
争
の
多
発
、
異
常
気
象
と
巨

大
な
自
然
災
害
、
国
内
で
は
長
び

く
経
済
不
況
や
政
界
の
混
乱
と

政
権
交
代
、
東
日
本
大
震
災
と
福

島
を
汚
し
た
原
発
事
故
、
そ
し
て

只
見
で
は
未
曾
有
の
災
害
と
な
っ

た
新
潟
・
福
島
豪
雨
、
そ
の
後
も

毎
年
の
よ
う
に
災
害
が
引
き
起
こ

町
長
退
任
の
挨
拶

る
大
変
な
時
代
で
し
た
。災
害
復

旧
に
多
く
の
労
力
と
時
間
を
費
や

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
お

い
て
、
少
し
で
も
未
来
に
向
け
た

町
政
運
営
に
当
た
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
も
、
町
民
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
、
寛
大
な
心
の
賜
物

と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
町
政
50
周
年
と
い
う
節

目
の
年
に
町
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。50
周
年
を
共
に
祝
い
、

こ
の
間
培
わ
れ
た
大
切
な
本
町

の
歴
史
や
文
化
を
引
き
継
ぎ
、
更

な
る
飛
躍
を
お
互
い
に
誓
い
合

う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。当
初
私
は「
農
業
」の
基
盤

を
確
立
し
、
そ
の
土
台
の
上
に

「
商
・
工
・
観
光
」
業
の
基
幹
産

業
の
柱
を
立
て
、
更
に
そ
の
上
に

連
携
し
た
「
人
」
の
屋
根
を
か
け

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。高
齢
化

と
米
価
の
低
迷
す
る
中
、
水
田
農

業
が
一
番
悩
ま
し
い
課
題
で
す

が
、
そ
れ
で
も
Ｉ
タ
ー
ン
を
含
め

元
気
な
農
業
者
が
育
ち
、
農
産
加

工
に
も
挑
戦
が
み
ら
れ
ま
す
。観

光
ま
ち
づ
く
り
協
会
も
一
般
社

団
法
人
と
な
り
、
旅
行
業
も
含
め

農
家
民
泊
な
ど
に
力
を
入
れ
、
奥

会
津
の
観
光
・
誘
客
の
中
核
と

し
て
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

教
育
分
野
に
お
い
て
は
「
自
然
首

都
・
只
見
」
に
相
応
し
い
人
づ
く

り
を
目
指
し
、
地
域
人
材
育
成
事

業
や
只
見
学
の
推
進
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。小
・
中
学
校
の
教
育
環

境
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
只
見
高

校
の
振
興
に
向
け
て
山
村
教
育
留

学
制
度
に
力
を
入
れ
、
現
在
学
生

寮
の
増
設
中
で
す
。保
健
・
医
療
・

福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
町
づ
く
り

に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。診

療
所
に
常
駐
医
師
が
い
な
い
経
験

を
し
た
町
に
と
っ
て
診
療
所
医
師

の
安
定
し
た
体
制
を
堅
持
し
な
が

ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
を
目

指
し
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
設
置
支
援
や
小
規
模
特
養
あ
さ

く
さ
ホ
ー
ム
の
整
備
を
図
り
ま
し

た
。雪
国
の
生
活
対
策
と
し
て
屋

根
の
克
雪
対
策
事
業
や
除
雪
支

援
保
険
事
業
の
充
実
を
図
り
、
除

雪
機
導
入
の
支
援
を
進
め
て
き
ま

し
た
。集
落
対
策
と
し
て
は
交
付

金
制
度
を
設
け
ま
し
た
が
、
区
民

及
び
活
動
団
体
と
な
お
一
層
の
情

報
連
携
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
町
に
と
っ
て
の
大
き
な
転
機
は

新
潟
・
福
島
豪
雨
で
し
た
。復
興

に
向
け
て
「
１
．将
来
に
わ
た
る
安

全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
」、「
２
．

活
力
あ
る
社
会
経
済
の
再
生
」
を

基
本
理
念
に
掲
げ
ま
し
た
。そ
の

実
現
の
た
め
に
「
自
然
首
都
・
只

見
」
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。そ
の
結

果
、「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」の
登

録
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、
多
く

の
方
々
の
ご
指
導
と
支
援
を
受
け

な
が
ら
、
平
成
26
年
６
月
に
そ
の

努
力
が
実
り
ま
し
た
。世
界
の
評

価
を
受
け
た
こ
と
は
町
の
誇
り
で

あ
り
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。10

年
間
の
行
動
計
画
も
策
定
さ
れ
そ

の
基
本
理
念
は
第
７
次
振
興
計

画
に
反
映
さ
れ
ま
し
た
。着
実
に

あ
せ
ら
ず
、絶
ゆ
ま
ず
、諦
め
ず
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
で
す
。ま
た
、

心
残
り
は
豪
雨
災
害
時
の
町
の
対

応
に
つ
い
て
、
被
災
さ
れ
た
町
民
の

方
達
と
町
と
の
間
に
係
争
を
残
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
、そ
し
て
役
場
庁

舎
建
設
も
長
い
時
間
と
多
額
の
費

用
を
か
け
な
が
ら
完
成
を
み
な
か

っ
た
こ
と
は
、町
長
と
し
て
慚
愧
に

堪
え
ま
せ
ん
。八
十
里
越
の
開
通

も
目
前
に
迫
り
つ
つ
あ
り
、
只
見

線
の
全
線
復
旧
も
必
ず
実
現
す
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　
只
見
は
今
、
地
勢
学
的
に
立
ち

位
置
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
期
に
新
町
長
に
な
ら

れ
る
菅
家
三
雄
氏
の
力
が
充
分

に
発
揮
で
き
ま
す
よ
う
に
町
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
町

の
将
来
の
た
め
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。菅
家
町
政
の

も
と
に
町
の
更
な
る
飛
躍
を
期

待
し
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

目黒 吉久氏
平成２０年１２月１６日から
２期８年町長を務めました
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15
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、
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の
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了
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の
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に
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感
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と
瞬
く
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過
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、
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の
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ま
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的
な

経
済
・
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機
、
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の
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争
の
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発
、
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気
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と
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大
な
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、
国
内
で
は
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く
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不
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や
政
界
の
混
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と
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権
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、
東
日
本
大
震
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と
福
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を
汚
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た
原
発
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故
、
そ
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只
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で
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未
曾
有
の
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と
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た
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・
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豪
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に
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運
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に
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る
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が
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た
の
も
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民
各
位
の
ご
理

解
と
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寛
大
な
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の
賜
物

と
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し
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。
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は
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50
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と
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う
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目
の
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に
町
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就
任
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し

ま
し
た
。50
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を
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に
祝
い
、
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の
間
培
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た
大
切
な
本
町

の
歴
史
や
文
化
を
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き
継
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、
更

な
る
飛
躍
を
お
互
い
に
誓
い
合

う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。当
初
私
は「
農
業
」の
基
盤

を
確
立
し
、
そ
の
土
台
の
上
に

「
商
・
工
・
観
光
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業
の
基
幹
産
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の
柱
を
立
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、
更
に
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の
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連
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し
た
「
人
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の
屋
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を
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と
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も
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で
し
た
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齢
化

と
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価
の
低
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す
る
中
、
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一
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ま
し
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課
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で
す

が
、
そ
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で
も
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ン
を
含
め
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な
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業
者
が
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、
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加
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に
も
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が
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会
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一
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団
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と
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、
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ど
に
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を
入
れ
、
奥
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の
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誘
客
の
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と
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て
活
躍
し
て
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い
ま
す
。

教
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分
野
に
お
い
て
は
「
自
然
首

都
・
只
見
」
に
相
応
し
い
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く

り
を
目
指
し
、
地
域
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材
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成
事

業
や
只
見
学
の
推
進
を
図
っ
て
き
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し
た
。小
・
中
学
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の
教
育
環

境
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
只
見
高

校
の
振
興
に
向
け
て
山
村
教
育
留

学
制
度
に
力
を
入
れ
、
現
在
学
生

寮
の
増
設
中
で
す
。保
健
・
医
療
・

福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
町
づ
く
り

に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。診

療
所
に
常
駐
医
師
が
い
な
い
経
験

を
し
た
町
に
と
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て
診
療
所
医
師

の
安
定
し
た
体
制
を
堅
持
し
な
が

ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
を
目

指
し
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
設
置
支
援
や
小
規
模
特
養
あ
さ

く
さ
ホ
ー
ム
の
整
備
を
図
り
ま
し

た
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国
の
生
活
対
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と
し
て
屋
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の
克
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業
や
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を
進
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き
ま
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対
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と
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て
は
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付
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度
を
設
け
ま
し
た
が
、
区
民

及
び
活
動
団
体
と
な
お
一
層
の
情

報
連
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が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　町
に
と
っ
て
の
大
き
な
転
機
は

新
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・
福
島
豪
雨
で
し
た
。復
興

に
向
け
て
「
１
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来
に
わ
た
る
安

全
・
安
心
な
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づ
く
り
」、「
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．

活
力
あ
る
社
会
経
済
の
再
生
」
を

基
本
理
念
に
掲
げ
ま
し
た
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の

実
現
の
た
め
に
「
自
然
首
都
・
只

見
」
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。そ
の
結

果
、「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」の
登

録
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、
多
く

の
方
々
の
ご
指
導
と
支
援
を
受
け

な
が
ら
、
平
成
26
年
６
月
に
そ
の

努
力
が
実
り
ま
し
た
。世
界
の
評

価
を
受
け
た
こ
と
は
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の
誇
り
で

あ
り
大
変
う
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し
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と
で
す
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間
の
行
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計
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も
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定
さ
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そ

の
基
本
理
念
は
第
７
次
振
興
計

画
に
反
映
さ
れ
ま
し
た
。着
実
に

あ
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ら
ず
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ま
ず
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め
ず
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
で
す
。ま
た
、

心
残
り
は
豪
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災
害
時
の
町
の
対
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に
つ
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て
、
被
災
さ
れ
た
町
民
の
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達
と
町
と
の
間
に
係
争
を
残
し

て
し
ま
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た
こ
と
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し
て
役
場
庁

舎
建
設
も
長
い
時
間
と
多
額
の
費

用
を
か
け
な
が
ら
完
成
を
み
な
か

っ
た
こ
と
は
、町
長
と
し
て
慚
愧
に

堪
え
ま
せ
ん
。八
十
里
越
の
開
通

も
目
前
に
迫
り
つ
つ
あ
り
、
只
見

線
の
全
線
復
旧
も
必
ず
実
現
す
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　只
見
は
今
、
地
勢
学
的
に
立
ち

位
置
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
期
に
新
町
長
に
な
ら

れ
る
菅
家
三
雄
氏
の
力
が
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に
発
揮
で
き
ま
す
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に
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民

の
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に
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れ
ま
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て
も
町

の
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の
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に
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お

願
い
い
た
し
ま
す
。菅
家
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に
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の
更
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る
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と
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ま
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目黒 吉久氏
平成２０年１２月１６日から
２期８年町長を務めました

で
、
こ
こ
で
の
即
答
は
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

※
他
に
、「
町
の
将
来
と

活
力
の
維
持
」「
行
政
組

織
機
構
改
変
」「
７
・
２
９

新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
の

裁
判
」
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
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議
会
報
告
会

12
　
月
　
会
　
議

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
　
情
　
請
　
願

一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

会津ただみ振興公社の
　抜本的改革を

課題を踏まえ検討する答

鈴
す ず

木
き

　 征
すすむ

議員

　
　
　

会
津
た
だ
み
振
興

公
社
が
取
り
組
む

事
業
を
、
町
で
は
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

答

会
津
た
だ
み
振
興

公
社
は
、
４
つ
の

観
光
施
設
（
青
少
年
旅
行

村
い
こ
い
の
森
・
歳
時
記

会
館
・
河
井
継
之
助
記
念

館
・
只
見
ス
キ
ー
場
）
の

管
理
運
営
と
福
祉
送
迎
業

務
の
５
部
門
を
運
営
し
て

い
る
。
平
成
27
年
度
の
運

営
状
況
と
し
て
、
５
部
門

で
の
総
売
上
額
が
６
，

３
０
０
万
円
余
り
、
入
込

客
数
が
３
５
，
０
０
０
人

問

余
り
と
な
り
、
前
年
度
対

比
で
売
上
額
が
97
％
、
入

込
客
数
が
１
０
７
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

振
興
公
社
に
は
、
第
三

セ
ク
タ
ー
改
革
の
課
題
も

残
っ
て
お
り
、
ま
た
、
代

表
者
に
町
長
若
し
く
は
副

町
長
が
就
任
す
る
と
い
っ

た
従
来
の
組
織
の
あ
り
方

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

旅
行
村
の
冬
期
間

営
業
に
つ
い
て
、

今
後
の
町
の
考
え
を
問

う
。答

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
の
観
光

問

荒
廃
農
地
の
課
税
方
法
は

答
現
況
地
目
に
よ
り
評
価
額
を
算
定
し
て
い
る

　
　
　

現
状
に
お
い
て
荒

廃
し
て
い
る
農
地

の
課
税
方
法
に
つ
い
て
問

う
。答

固
定
資
産
税
の
土

地
の
課
税
に
つ
い

て
は
、
現
況
地
目
に
よ
り

評
価
額
を
算
定
し
課
税
し

て
い
る
。
現
況
の
確
認
に

つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税

に
係
る
縦
覧
期
間
を
定

め
、
疑
問
の
あ
る
納
税
者

問

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対

応
し
な
が
ら
、
必
要
な
場

合
に
は
現
地
確
認
等
を
実

施
し
、
縦
覧
期
間
以
外
で

も
必
要
な
場
合
に
は
随
時

相
談
を
受
付
け
対
応
し
て

い
る
。

　

な
お
、
農
業
を
営
ん
で

い
る
方
が
提
出
さ
れ
る
営

農
計
画
書
の
中
で
、
自
己

保
全
管
理
さ
れ
て
い
る
田

に
つ
い
て
は
、
現
況
地
目

を
田
と
し
て
課
税
し
て
い

る
。

※
他
に
、「
町
道
整
備
計

画
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

振
興
に
は
キ
ャ
ン
プ
を
は

じ
め
様
々
な
自
然
体
験
を

提
供
す
る
必
要
性
を
認
識

し
て
い
る
。
只
見
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
自
然
環

境
を
よ
り
多
く
の
人
に

「
体
感
」
し
「
滞
在
」
さ

せ
る
環
境
を
整
備
し
、
会

津
た
だ
み
振
興
公
社
の
こ

れ
ま
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
観

光
の
経
験
と
実
績
に
、
専

門
知
識
と
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
た
民
間
資
本
等
と

の
連
携
等
に
よ
り
更
に
磨

き
を
掛
け
た
ア
ウ
ト
ド
ア

観
光
を
推
進
し
、
併
せ
て

振
興
公
社
の
活
性
化
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

青少年旅行村いこいの森
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議
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ポ
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議
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活
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陳
　
情
　
請
　
願

一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

目
め

黒
ぐ ろ

道
み ち

人
と

議員

　
　
　

只
見
沿
線
ナ
イ
ト

ウ
ォ
ー
ク
は
中
越

地
震
発
生
以
降
実
施
さ
れ

て
い
な
い
。
只
見
線
の
復

旧
復
興
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

に
も
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
を

再
開
し
て
は
ど
う
か
。

答

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

は
平
成
16
年
10
月

の
中
越
地
震
、
そ
の
後
の

町
村
合
併
、
さ
ら
に
は
実

施
上
の
様
々
な
課
題
等
で

イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
と

な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
ま

ず
は
今
ま
で
の
経
過
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
道
路

通
行
上
の
問
題
な
ど
、
実

施
す
る
際
の
様
々
な
課
題

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
が
只
見
線
の

復
旧
復
興
に
ど
れ
だ
け
資

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

含
め
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
に
只
見

町
か
ら
魚
沼
市
に

問

問

対
し
て
再
開
を
打
診
し
た

こ
と
は
あ
っ
た
か
。

答

再
開
を
打
診
し
た

こ
と
は
無
か
っ

た
。

只見線復旧後の
　二次交通対策は

観光誘客の拡大を図るため調査検討する答

　
　
　

先
日
の
只
見
沿
線

住
民
説
明
会
で
は

上
下
分
離
方
式
（
案
）
と

バ
ス
代
替
（
案
）
が
提
案

さ
れ
た
。
上
下
分
離
方
式

で
鉄
路
の
復
旧
を
求
め
て

い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
観
光
振
興
は
二
次
交

通
の
充
実
も
不
可
欠
だ
と

考
え
る
。
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

答

観
光
面
に
お
け
る

二
次
交
通
対
策
に

つ
い
て
は
、
只
見
駅
前
を

発
着
と
し
た
割
安
タ
ク

シ
ー
プ
ラ
ン
を
観
光
ま
ち

づ
く
り
協
会
が
主
と
な
り

運
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

来
春
に
は
東
武
鉄
道
新
型

特
急
「
リ
バ
テ
ィ
会
津
」

が
東
京
浅
草
か
ら
会
津
田

島
駅
へ
の
直
通
運
行
と
し

て
開
始
と
な
る
こ
と
か

ら
、
会
津
田
島
～
只
見
ツ

ア
ー
バ
ス
の
連
絡
等
利
便

性
を
高
め
た
運
行
に
よ
る

直
通
送
客
や
、
Ｊ
Ｒ
只
見

線
利
用
に
つ
な
が
る
ツ

ア
ー
バ
ス
運
行
に
よ
り
、

鉄
道
フ
ァ
ン
を
は
じ
め
観

問

光
誘
客
の
拡
大
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
　

バ
ス
路
線
な
し
で

交
流
人
口
を
増
や

し
て
い
け
る
の
か
。

答

会
津
バ
ス
に
は
町

か
ら
も
補
助
を
出

し
て
運
行
し
て
い
た
が
、

利
用
客
の
減
少
に
よ
り
撤

退
し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ

の
流
れ
で
我
が
町
が
選
ん

で
き
た
の
が
「
雪
ん
子
タ

ク
シ
ー
」
で
あ
る
が
、
観

光
客
へ
の
対
策
も
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

町
営
バ
ス
を
運
行

さ
れ
る
可
能
性
は

あ
る
か
。

答

雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー

の
活
用
は
可
能
性

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

た
だ
観
光
客
も
利
用
で
き

る
よ
う
丁
寧
に
調
査
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。 問問

只見沿線ナイトウォークの実施状況（平成 16 年当時）

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
を

　
再
開
し
て
は

答
只
見
線
の
復
旧
復
興
に
資
す
る
か
を
含
め
検
討



教えて！議会のこと

ブナりん イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

ブナりん　議会が始まる前に

一般質問というのがお知らせ

版で配布されるけどどんなこ

となの？

広報広聴委員長　議会は言

論の府と言われていて、議論することがと

ても大事なんだよ。町長が行う行政を

チェックする具体的な方法のひとつなん

だ。町の行政全般にわたって、町長の方針、

見解、事実の説明、報告を求めたり、町民の

意見をふまえ議員が質問により、町政など

を指摘したり、自分の意見を言えるんだ

よ。

アカショウちゃん　議員が

質問するにはどうするの？

広報広聴委員長　只見町議会の規則など

で決められているんだよ。

イワっぺ　それってどうい

う内容なの？

広報広聴委員長　質問を定例月（３月・６

月・９月・１２月）の会期の初めに行うこと

や、質問するには、通告という制度があっ

て、議員が質問したい内容を定められた日

まで提出すること。議長は、一般質問通告

一覧表をつくり議員や関係者に配布するこ

と。当局は第一回の答弁は文書により当日

の会議が始まる前までに議員及び関係者に

配布することが決められているんだよ。

アカショウちゃん　質問順や質問時間はど

う決めてるの？

広報広聴委員長　議員が通告を提出した

順により質問することになっているんだ

よ。また、質問形式は一問一答方式で、時

間は答弁も含め６０分以内と決まっている

んだよ。

ブナりん　ぼくも質問してみたいな！

Vol.10

一般質問って
どんな制度なの？
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会
　
議

委
員
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リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
　
情
　
請
　
願

一
　
般
　
質
　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と

「放課後児童クラブ」の
　進捗状況は
「子育て広場」週５日
実施に向け協議中

答

山
や ま

岸
ぎ し

国
く に

夫
お

議員

　
　
　

町
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計

画
で
「
す
べ
て
の
児
童
が

放
課
後
等
を
安
全
安
心
に

過
ご
し
、
多
様
な
体
験
・

活
動
を
行
え
る
よ
う
、
施

設
整
備
・
人
員
体
制
の
確

保
を
図
り
、
早
期
の
実
施

を
目
指
し
ま
す
」と
あ
る
。

一
日
も
早
い
実
施
を
求
め

る
が
、進
捗
状
況
を
問
う
。

答

開
始
に
向
け
た
手

順
が
複
雑
で
、
一

定
の
準
備
期
間
を
要
す

る
。
目
標
の
平
成
31
年
の

一
体
的
な
本
格
実
施
に
向

け
て
、
環
境
づ
く
り
に
取

問

り
組
む
。

　
　
　

放
課
後
子
ど
も
教

室
か
学
童
保
育

的
な
方
向
で
進
め
る
の

か
、
基
本
方
向
に
つ
い
て

伺
う
。

答

先
に
放
課
後
子
ど

も
教
室
を
拡
充

し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
ハ
ー
ド
面
で
整
備
を
進

め
て
二
つ
を
一
体
的
に
進

め
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。

　
　
　

来
年
か
ら
拡
充
す

る
の
か
。
専
任
者

の
配
置
、
夏
休
み
も
拡
充

す
る
の
か
。

問問

診
療
所
の
看
護
師
体
制
充
実
を

答
地
域
医
療
の
要
、
確
保
に
取
り
組
む

　
　
　

朝
日
診
療
所
は
町

民
の
命
を
守
る
か

け
が
え
の
な
い
施
設
で
、

二
年
前
に
は
看
護
師
不
足

か
ら
胃
カ
メ
ラ
検
査
が
で

き
な
い
状
況
が
発
生
し

た
。
看
護
師
の
安
定
し
た

充
足
は
待
っ
た
な
し
の
課

題
で
あ
る
。
定
員
確
保
と

今
後
の
安
定
し
た
看
護
師

体
制
確
立
に
つ
い
て
の
対

応
を
問
う
。

答

入
院
・
外
来
・
訪

問
看
護
を
ロ
ー

問

テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当
す
る

に
は
看
護
師
の
数
が
不
足

し
て
い
る
。看
護
師
４
名
、

看
護
助
手
４
名
を
臨
時
職

員
と
し
て
雇
用
。
更
に
会

津
中
央
病
院
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
と
出
向
協
定
を
締

結
し
、
常
に
２
名
が
勤
務

す
る
体
制
を
と
っ
て
い

る
。
今
後
、
３
年
連
続
で

退
職
が
見
込
ま
れ
る
。
退

職
者
の
補
充
も
含
め
た
な

か
で
体
制
の
検
討
を
行

う
。
診
療
所
が
地
域
医
療

答

只
見
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ク
ラ
ブ
に
委

託
し
、「
子
育
て
広
場
」

を
週
２
回
実
施
し
て
い

る
。
事
業
者
と
協
議
し
来

年
度
か
ら
週
５
日
実
施
に

持
っ
て
い
き
た
い
。
夏
休

み
も
継
続
し
て
実
施
で
き

る
整
備
を
進
め
た
い
。
児

童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
は
指

導
員
を
置
く
こ
と
が
必

要
。
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を

は
か
る
。

放課後こども教室の様子

の
要
で
あ
る
こ
と
を
十
分

認
識
し
、
看
護
師
確
保
に

取
り
組
む
。

　
　
　

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
ど
う
す

る
の
か
。

答

現
在
は
診
療
所
体

制
と
一
体
で
シ
フ

ト
を
組
み
運
用
し
て
い

る
。
看
護
師
が
確
保
で
き

れ
ば
以
前
と
同
じ
体
制
を

と
る
。

問
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んだよ。

ブナりん　ぼくも質問してみたいな！

Vol.10

一般質問って
どんな制度なの？
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あなたの意見が議会を変える！あなたの意見が議会を変える！

まちづくりについて意見交換しませんかまちづくりについて意見交換しませんか

～議会中継がインターネットでもご覧になれます～
議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

　議会活動や議会だより等に関してご意見のある方は、電話・手紙・メール（gikai@town.tadami.lg.jp）
でお寄せ下さい。直接意見を伝えたいという方は、議員と事務局が伺いますので、ご連絡ください。

　町内のあらゆる団体や集まり等で、ご希望の日時と場所をお申込みいただければ、議会が赴
いて意見交換を行います。町民の皆さんの積極的なお申し込みをお待ちしております。

　只見町議会は、動画共有サービス「Ustream」・「YouTube」を利用し、議会のライブ中継、録
画配信を行っています。只見町議会のホームページで、いつでも、どこからでも見ることができ
ます。「只見町議会」で検索してご覧ください。

只見町のいい所只見町のいい所 地域がつながる地域がつながる

皆川　　萌
みな かわ　　　　　  もえ

vol.10シリーズ

只見中学校　１年

　私が思う只見町のいい所は二
つあります。
　一つ目は、只見町の人がとて

もやさしいことです。学校の帰りに地域の人に
会うと、挨拶をしてもらえます。地域の人から
おいしい野菜をいただくこともあります。その
ような時、私はとてもうれしくなります。
　二つ目は、自然がたくさんある所です。空気
がおいしかったり、春夏秋冬さまざまな姿に変
わる綺麗な山を間近に見ることができます。
　最近、只見町の人口が減っているのが心配で
す。もっと店を増やすなどして、みんなが住み
よい町をつくってほしいです。

鈴木　来菜
すず　き　　　　ら　  な

只見小学校　６年

　今年の三世代交流学級に、た
くさんのお年寄りが来校されま
した。中には、今年の夏に私た

ちが送った暑中見舞いがきっかけで来てくだ
さった方もおられました。そこでは、昔遊びで
交流したり、道徳の授業でお話を聞かせていた
だいたりと楽しくふれ合うことができました。
　只見には元気なお年寄りがたくさんいてうれ
しいです。そして、そのような方々と若い人が
交流する場があれば、町全体が元気になって
もっと温かい町になると思います。私は、これ
からも地域とつながりを深めていきたいです。
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新
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家
三
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」

を
迎
え
、
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日
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ら
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日

ま
で
の
４
日
間
開
催
さ
れ
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た
。
様
々
な
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点

の
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摘
も
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れ
、
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論

を
尽
く
し
、
無
事
会
期
内

に
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了
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
今
ま
で
以
上
に

町
民
に
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か
り
や
す
く

「
只
見
町
」
の
出
来
事
を

報
告
で
き
る
よ
う
に
編
集

委
員
全
員
で
頑
張
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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